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=
一
サ

わ
せ
て
下
剤
で
排
便
を
促
す
必
要
せ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
(
同
グ
ー
フ
ィ
ス
)
、
上
皮
機
ヨ

が
あ
り
ま
す
0
 
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
ま
ず
は
食
変
容
薬
(
同
ア
ミ
テ
ィ
ー
ザ
)
な

セ
ン
ノ
シ
ド
は
大
腸
の
翻
を
事
の
時
間
や
内
容
を
適
正
化
し
、
ど
を
併
用
し
ま
す
。
こ
れ
ら
で
も

強
め
て
排
便
を
促
す
「
大
腸
刺
激
適
度
な
運
動
を
取
り
入
れ
て
、
規
十
分
で
な
け
れ
ぱ
セ
ン
ノ
シ
ド
や

性
下
剤
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
便
則
的
な
生
活
で
排
便
り
ズ
ム
を
作
セ
ン
ナ
と
い
っ
た
大
腸
刺
湧
性
下

秘
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で
す
。
剤
を
短
期
的
に
使
う
こ
と
と
な
り

せ
ん
が
、
晶
間
使
用
す
る
と
、
務
治
療
を
行
う
際
は
問
診
ま
す
。

同
じ
容
量
で
は
効
き
に
く
く
な
る
の
際
に
、
便
の
硬
さ
▽
便
秘
の
原
い
ず
れ
に
せ
夫
大
腸
が
ん
に

内
視
鏡
検
査
必
要
か
相
談
を

よ
る
死
亡
数
は
女
性
の
1
位
、
男

性
の
2
位
を
占
め
て
い
ま
す
の

で
、
便
通
異
常
を
感
じ
た
場
貪

自
己
謝
で
単
な
る
便
秘
と
は
判

断
せ
ず
に
、
消
化
器
科
を
受
ぞ

て
内
視
鏡
検
査
の
必
要
が
な
い
か

誤
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(
桃
井
寛
仁
・
神
戸
市
西
区
も

も
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。

神戸新聞社 令和 b年 rク月会日(日

ひどい便秘に悩んでいます。昨年7月から
飲み続ける薬センノシドのことで気になるこ
とがあります。長期問使用すると効果がなく
なると聞きました。どのような薬で、今後も
飲み続けていいのでしょうか。

(82歳、女性)

朝刊

~、ス

,テ囿丁
によ原とれ
よる因いる1
るもにわと年
ものはれの以
のと大るこ上
が'腸病と便
あ大が態で秘
り 1易ノV お'婚
ま機なよ悍悩す能どぅ,生ん
?の病で便で
が問気す秘お
/V題に゜症ら

いいれに耐
るろ慢がく性
こな性あくや
と要便りな'
も素秘まる内
・多が症す習服

、ミ4綴讐で特に因がで
に関に現は
近与はれ便
年しいるが
のてろ恐出

、りグにた便因
、コネし経潜と
1シま験血な
ルウす1なる

商、基いの声
署ポ本っ定疾
Uモエに情検袋

1 レ酉tを髪輿を夛'釜雰琶

^

感や

笈排
どイ更
が回'
あ数
る減
場少
,ι、、

'硬
症イ更
状'
に残
合イ更

腸骨
収盤
縮底
力筋

fをが調
イ更運
秘動
を障
助害
長や
さ直

汁し
トて

ン効
ス果
ポ不ポ十
タヲタで
1あ
阻れ
生ぱ
薬胆
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